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連
載
・
学
術

図1：自然由来と人的由来のハザード

図2：フェーズフリーの表示（時間とQOL）
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Something
NEWS
ふるさと

第⑪回

▼
未
来
は
背
後
に
あ
る

何
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る

が
、
息
子
が
無
用
と
な
っ
た

中
学
の
国
語
の
教
科
書
に
、

堀
田
善
衛
の
「
未
来
か
ら
の

挨
拶
」
を
見
つ
け
た
。
堀
田

は
、
映
画
の
『
バ
ッ
ク
・
ト

ゥ
・

ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』

に
触
れ
、
こ
の
タ
イ
ト
ル

は
、
ホ
メ
ロ
ス
の
『
オ
デ
ッ

セ
イ
』
に
関
係
し
て
お
り
、

未
来
は
未
知
で
あ
り
、
未
来

へ
は
前
か
ら
で
は
な
く
背
中

か
ら
入
る
の
で
、back 

to 

the future

で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

過
去
や
現
在
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
人
が
分
か
る
の

で
あ
る
が
、
未
来
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
、
ご
く
一

部
の
人
に
限
ら
れ
る
。
や
っ

て
く
る
未
来
に
つ
い
て
、
目

発
さ
れ
た
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
が
広
く
社
会

に
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
従
来
か

ら
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
で
も
、
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
概
念
が
な

い
時
代
に
お
い
て
、

す
で
に
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
条
件
を
満
た

し
て
い
た
と
い
う
認

知
に
も
な
る
。

ク
ニ
ッ
ク
に
も
使
え
る
が
、

非
常
時
は
持
ち
出
し
可
能
な

食
器
類
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

●
乾
物
や
漬
物
…
日
常
食
と

し
て
の
ほ
か
、
保
存
が
効
き

非
常
食
に
も
な
る
。

▼
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

適
用
と
普
及

安
全
安
心
、
便
利
快
適
、

低
コ
ス
ト
高
便
益
は
、
行
政

に
求
め
ら
れ
る
施
策
と
も
い

え
る
。

２
０
１
９
年
３
月
、
愛
媛

県
の
今
治
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
（
強

靭
化
大
賞
）
２
０
１
９
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
。
ご
み
処
理

施
設
の
新
築
設
計
に
お
い

て
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
が

平
常
時
に
も
活
用
で
き
る
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
鳴
門
市
に
お
い

て
は
新
庁
舎
建
築
の
基
本
計

画
に
お
い
て
、
防
災
拠
点
に
ふ

さ
わ
し
い
安
全
安
心
な
庁
舎

と
し
て
災
害
時
と
平
常
時
と

い
う
垣
根
を
取
り
除
い
た
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
観
点
に
基

づ
い
た
庁
舎
環
境
の
整
備
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
行
政
で
の
適
用

例
は
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

普
及
を
進
め
る
と
考
え
ら
れ

る
。
筆
者
が
提
案
し
て
い
る

「
展
望
室
＆
Ｆ
Ｍ
放
送
局
付
き

発
電
風
車
」
は
、〝
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
な
風
車
〟
と
し
て
認

証
で
き
る
も
の
と
思
い
、
そ

の
設
置
を
推
進
し
た
い
。

科
学
技
術
を
駆
使
し
て
も
の

結
果
で
あ
る
。
丁
度
、
６
月

18
日
の
夜
、
新
潟
県
村
上
市

や
山
形
県
鶴
岡
市
の
周
辺
地

域
で
震
度
６
を
超
え
る
地
震

が
あ
っ
た
が
、
突
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
災
害
は
目
の
な

い
背
後
か
ら
く
る
。

▼
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
に
よ
り
異
常
気
象
が
顕
在

化
し
、
局
所
豪
雨
な
ど
が
頻

発
し
て
い
る
。
地
震
や
火
山

噴
火
な
ど
も
多
い
。
社
会
の

複
雑
化
や
科
学
技
術
の
発
展

に
由
来
し
た
事
故
や
ハ
ザ
ー

ド
も
増
え
て
き
た
（
図
１
）。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
災
難

の
不
安
や
戸
惑
い
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過

大
、
過
剰
な
資
金
投
下
は
非

難
さ
れ
る
。

従
来
、
私
た
ち
は
、
①
日

常
時
（
平
静
時
）、
②
非
常

時
（
災
害
時
）
と
２
つ
の
局

面
（
フ
ェ
ー
ズ
）
に
分
け

て
、
②
へ
の
防
災
や
減
災
、

そ
し
て
②
か
ら
①
へ
の
復
旧

す
る
こ
と
を
常
識
と
し
て
き

た
。
２
局
面
に
お
い
て
も
私

た
ち
の
生
活
は
存
在
す
る

（
図
２
）
。
そ
の
２
局
面
に
お

い
て
も
、「
生
活
の
質
」（
Ｑ

Ｏ

Ｌ
、Q

u
a
l
i
t
y
 
o
f 

Life

）
に
差
が
な
く
、
高
く

設
定
・
維
持
す
る
と
い
う
新

し
い
概
念
が
、「
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
」
で
あ
る
。

こ
の
概
念
は
、
筆
者
の
連

載
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た
『
災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
』（
第
93
号
、
２
０
１

７
年
12
月
11
日
発
行
）
に
記

載
し
た
よ
う
に
、
佐
藤
唯
行

氏
の
提
唱
に
よ
る
。
同
氏

は
、
東
大
の
学
生
だ
っ
た
こ

ろ
に
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
と

土
石
流
災
害
（
１
９
９
１

年
）
や
阪
神
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５
年
）
な
ど
の
災

害
を
経
験
し
、
就
職
後
も
そ

の
対
策
法
に
つ
い
て
構
想

し
、
研
究
し
て
き
た
。

２
０
０
９
年
以
来
、
社
会

の
脆
弱
性
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
改
善
す
る
た
め
専
門
事
業

会
社
を
順
次
数
社
設
立
し
事

業
展
開
し
て
き
た
。
２
０
１

３
年
に
は
、
ス
ペ
ラ
デ
ィ
ウ

ス
株
式
会
社
（
東
京
都
）
を

創
立
し
、
豊
か
で
幸
せ
な
社

利
き
で
き
る
時
間
の

長
さ
を
意
味
す
る

「
タ
イ
ム
ホ
ラ
イ
ズ

ン
」
と
い
う
言
葉
も

あ
る
。
私
た
ち
は
、

ど
れ
く
ら
い
先
ま
で

の
未
来
を
予
測
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
起
こ
る

こ
と
は
、
予
測
で
き

な
い
。
私
た
ち
も
、

政
府
も
、
あ
る
い
は

専
門
の
科
学
者
も
、

地
震
や
火
山
の
噴
火

な
ど
は
、
直
前
で
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
普
及

の
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
建
築
協
会
が
、
フ

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
住
宅
コ
ン
ペ

を
行
っ
て
い
る
。
学
生
や
建

築
家
が
新
し
い
概
念
の
住
ま

い
の
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て

い
る
。
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

は
、
日
常
時
も
非
常
時
も
Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
高
い
こ
と
が
要
件
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ど
う

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
こ
と
を
、
明
確
に

し
、
ま
た
周
知
す
る
た
め

に
、
佐
藤
氏
が
組
織
し
た
一

般
社
団
法
人
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
協
会
が
、「
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
認
証
」
を
行
っ
て
い

る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
、

真
に
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」

と
い
う
概
念
に
一
致
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
認
証
で
あ

る
。
こ
の
認
証
に
叶
え
ば
、

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
し
て
開

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
要
件

に
は
、
次
の
５
つ
が
あ
る
。

➊
常
活
性

：

ど
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
も
利
用
で
き

る
こ
と
、
➋
日
常
性

：

日
常

か
ら
使
え
る
こ
と
／
日
常
の

感
性
に
合
っ
て
い
る
こ
と
、

➌
直
観
性

：

使
い
方
、
使
用

限
界
、
利
用
限
界
が
分
か
り

や
す
い
こ
と
、
➍
触
発
性

：

気
づ
き
、
意
識
、
災
害
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
生
む
こ

と
、
➎
普
及
性

：

参
加
で

き
、広
め
た
り
で
き
る
こ
と
。

▼
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
例

身
近
な
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
例
を

挙
げ
る
。

●
社
員
証
…
日
常
時
も
非
常

時
も
Ｉ
Ｄ
に
な
る
。

●
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
…
日
常
時
は
エ

コ
、
非
常
時
は
停
電
し
て
も

電
源
に
な
る
。

●
ピ
ク
ニ
ッ
ク
セ
ッ
ト
…
ピ

◆第14回再生可能エネルギー世界展
示会／ RENEWABLE ENERGY 2019
▷会期：2019年7月10日（水）～ 12日
（金）▷会場：パシフィコ横浜（神奈川
県横浜市西区みなとみらい1-1-1）▷
参加費：無料（登録入場制）▷主催：
再生可能エネルギー協議会/問合せ
先：03-5297-8855（シ－・エヌ・ティ）

◆PV2019 太陽光発電展示会＆フ
ォーラム
▷会期：2019年7月10日（水）～ 12日

（金）▷会場：パシフィコ横浜（神奈
川県横浜市西区みなとみらい1-1-1）
▷参加費：無料（登録入場制）▷主
催：フジサンケイビジネスアイ／シ
ー・ エ ヌ・ テ ィ /問 合 せ 先：03-
5297-8855（シ－・エヌ・ティ）

◆ メ ン テ ナ ン ス・ レ ジ リ エ ン ス
TOKYO（第43回 プラントメンテ
ナンスショー／第1回 再資源化・
産業廃棄物処理展ほか）
▷会期：2019年7月24日（水）～ 26日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場登録料（予定）：3,000円
（招待状持参者、事前登録者、官庁・地

方公共団体、学生は登録無料）▷主催：
一般社団法人日本能率協会/問合せ先：
来場者ヘルプデスク03-6809-2707（ケ
イ・スリー・クリエーション）

◆下水道展'19横浜
会期：8月6日（火）～ 9日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（初
日開館10：30 ／最終日閉館16：
00）▷会場：パシフィコ横浜 展
示ホールA ～ D ／アネックスホ
ール（神奈川県横浜市西区みなと
みらい1-1-1）▷主催：公益社団
法人日本下水道協会/問合せ先：
下水道展事務局03-6808-9380

◆エネルギーイノベーションジャパン
／ Smart Energy Japan WEST 2019
会期：8月27日（火）～ 28日（水）▷開催
時間：10：00 ～ 17：00▷会場：マイ
ドームおおさか（大阪市中央区本町橋
2番5号）▷参加費：3,000円（税込、招
待状持参者、Webでの事前来場登録者
は無料）▷主催：一般財団法人省エネ
ルギーセンター／ JTBコミュニケーシ
ョンデザイン/問合せ先：JTBコミュ
ニケーションデザイン03-5657-0762

●奥飛騨・高山フォーラム＆ツアー ～
【一次産業+観光】×エネルギー～
会期：7月2日（火）・3日（水）▷開催概

要：【2日「フォーラム」】13：00 ～ 17：
20（受付開始12：00 ～／懇親会18：30
～）／【3日「ツアー」】集合8：20 ～ JR
高山駅解散14：10（見学先：奥飛騨第1
バイナリー発電所／安房谷小水力発電
所の予定地など）▷2日の会場：奥飛騨
総合文化センター（岐阜県高山市奥飛騨
温泉郷村上1480）▷参加費：無料（2日の
フォーラム会場までJR高山駅およびJR
松本駅よりチャーターバスあり／宿泊
費・食費・施設見学費などは実費負担）
▷主催：一般社団法人日本サステイナ
ブルコミュニティ協会（JSC-A）/問合せ
先：JSC-A事務局03-6861-7817

●太陽光発電 不安解消セミナー
会期：7月3日（水）▷開催時間：
19：00 ～ 20：30▷会場：サニー
貸会議室（千代田区内神田3-4-11 
サニー南神田ビル）▷対象：産業
用太陽光発電事業の継続に不安
を感じている発電事業者▷参加
費：無料（要事前申込）▷申込先：
http://c.bme.jp/18/2528/178/1652
▷主催：一般社団法人新エネル
ギー O&M協議会/問合せ先：info@
pvom.jp

●新橋まちなか大学院 —未来のための
シルバー・デモクラシー講座—　再
生可能エネルギー社会を孫にのこす

▷講師：佐藤彌右衛門氏（大和川
酒造 第9代当主＆会津電力代表
取締役社長）▷会期：2019年7月8
日（月）▷時間：14:00 ～ 16:00

（開場13:30 ／閉場16:30）▷会
場：国際善隣会館5階会議室（東
京都港区新橋1-5-5）▷参加費：
2,000円（事前登録制）▷登録サイ
ト：www.kofuza.jp/0708/▷ 主
催：一般社団法人洸楓座/問合せ
先：ksato@efco-dot-jp.com

●2019年度NEDO次世代電池・水
素成果報告会
▷会期：2019年7月18日（木）・19
日（金）▷会場：東京ビッグサイ
ト 会議棟1階 レセプションホー
ルA・B（口頭発表）／ 101会議室・
102会議室（ポスター発表）▷参加
費：無料（事前登録制）▷主催：
国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）/問
合せ先：044-520-5261

●分散型エネルギー関係団体共同イベ
ント『地域型バイオマスフォーラ
ム』－バイオマス分散型エネルギー
創出による地域サービスを考える－
会 期：7月19日（金 ）▷ 開 催 時 間：
13：00 ～ 17：00（開場11：30 ～）▷
会場：国立オリンピック記念青少年

総合センター セミナーホール（東京
都渋谷区代々木神園町3-1 センター
棟 4階）▷参加費：一般 2,500円／
共催団体の会員・学生 1,500円▷主
催：（一社）日本有機資源協会／バイ
オガス事業推進協議会／（一社）日本
木質バイオマスエネルギー協会／
（一社）日本サステイナブルコミュニ
ティ協会／（一社）日本シュタットベ
ルケネットワーク／ NPOバイオマス
産業社会ネットワーク／ NPO農都会
議/問合せ先・参加申込先：https:/
/719forum.peatix.com

●再生可能エネルギー 木質バイオマ
スエネルギー利用について　まつだ
森のエネルギー革命シンポジウム
会期：7月21日（日）▷開催時間：
13：00 ～ 16：40（開場12：30 ～）
▷会場：松田町役場 1階 1A・B
会議室（神奈川県足柄上郡松田町
松田惣領2037番地）▷参加費：無
料（事前申込不要）▷主催：一般
社団法人エネルギーから経済を
考える経営者ネットワーク/問合
せ先：松田町 環境上下水道課環
境係0465-83-1227

新エネルギー関連
イベントカレンダー（6月～ 8月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


